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Hi I l地域 この地域は、次の3つの土壊屠理よりなる。





の indurated pisolitic Jateriteがうすい induratedlateriteになっている場合





2 . Gravel bedと pisolitic laterite ; Hahasarakham formationの上には、厚薄
さまざ、まな roundto subroundな polishedgravel （主に quartziteと chert，まれ
にか！のとれた si liceous woodと fresh tee ti teを合む）の屠があり、更にその上に
pisolitic laterit eがのる。この grave1 bedと lateriteは、 grave l層を伴わ
ないt；主い induratedlaterite以外は Mahasarakhamformat ionの岩石の風化によっ
て形成されたものではなく、運搬堆積されたものと考えられる。なぜなら、ほとんど
の場合、 laterite 中には gravel bedの grave ！と同じものが合まれているからで
ある（Loc.l.3, 7 ,8）。
3 . Reddish ye! low soi ！と pinkish gray soil; pisolitic lateriteの上には、
料俺の繍った sandyloamの恥積物がのり、それが地表に現われる場合と、この上に
史に pinkish gray loamy sandの恥積物がのり地表耐をおおう場合とがある。これち
の簡を Hoormanl土中位段丘と考えている。赤黄色のJif；積物が地表に現われる場合
(Loc.l,7,8）、排水がよい山地では表情に縦横がわずかに集積し、表牌下がわずか




(Loc.10, D Dの畑地、 Ngeikeの近く）、表磨の腐械の集積で 10～20cmのAl層
が形成され、その下部の母材そのままの色調があたかもA2暦とみなされ、その下は
鉄や粘土の集積層（B帰）が形成されたかのようにみえる。この土境型は、 Ko rat 
series (Gray podosol ic soi I ）と判定されている。しかし、それぞれの土壊層期の
辿続性を考慮すると、それぞれ別の土壌層用と考えた方がよいように忠われる。な
お、コンケン大’字：の HontreBoonsene rは、 Reddish ye! low soi Iを less i alsoi I 
に、 pinkish gray soil を windblown deposi tと考えている．
なお、コンケン大学の位践するもっとも標高の高い所には Redsoi iが現われ




1 .風化赤色砂岩（Mahasarakhamformation) ; Hil l地域とは異なり、 Lowland地区
では風化赤色砂岩のみがチ一川河岸の一部にみられ、風化粘土はみられない。





3. Grayish white soil with red concretionary mottles, Fe-Mn pisolithes and 




この粘土層が Fo r mati onI I I とすれば、 一般には上部に薄い pisolitic laterite 
が形成されているはずであるが、必ずしもチー川河岸の outcropでは現われない。し
かし、この屠位i土、 Terrace I iの赤黄色土下にみられる pisoliticIaterite屠と
連続性があるように思われる。すなわち、この formation が地表面近くに現われる
ことはほとんどなく、地形回 I bの円形の凹地にのみ認められるに過ぎない．
4. Strong brown soil with scattered Fe-Mn pisolithes and/or pinkish gray 
soi l川thred mottles and Mn-concretions; Lowland地域の広い面（低位段丘）を
形成する土壊で、わずかな標高差（< 1 m）で高校部に strongbrown soi iが、低位
部に pinkish gray soi lが分布し、ともにかなり粘土質である。チー川河岸において
は Formati onI I iの上にのっている。風化の様相、下部の粘土、上部の土壊との位置
関係から FormationI に相当するものであろう。
5 . Pinkish gray soi l引 th brown mottles and soft Mn-concretions : この土壊
は低位段丘が削り込まれてできた凹地（也監）や、 HuaiSan の自然堤防の斜面に現
われ、分布面積も広くはない。風化の様相よりみて FormationI と思われる。
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